
 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

読書旬間に寄せて 

教頭 三浦 美也子 

 みなさんは、今までどんな読書をしてきましたか。読書は、さまざまな知識や情報を得ることができ

るだけでなく、想像力や創造力を養うことができます。さらに、読書は私たちの気持ちを豊かにしてく

れるものだと大人になってしみじみ感じています。 

かなり前になりますが、私が子育て真っ最中だったころ、寝る前に、毎日、布団の中で本を読んだ

ものです。「次は、このお話を読んであげようかな。」「このお話は、私が子どものころも読んだな。」な

どと本選びも楽しく、いつしか我が家は、絵本や児童書でいっぱいになりました。子どもたちは、本棚

の前で「今日は、どれにしようかなあ。」と言いながら選ぶのですが、結局、いつも同じお話！何度も

何度も繰り返し聞きたがるのです。もう文章もまるまる覚えてしまうほどです。そして、必ず同じとこ

ろで笑い、その言葉が出てくるのをわくわくして待つのです。「読書」と言えば新しいお話をどんどん

読むものだと思っていた私は、この楽しみ方に驚きました。 

子どもが、５，６年生、中学生と育つと、友達関係や将来のことなどに悩み始めました。そんなと

き親としては、話を聞いてあげるくらいしかできなかったのですが、たまにそっと、私のお薦めの本を

渡していました。少しでも心の拠り所になってくれたら、何か心に残ってくれたらと思いながら…。そ

のうち、素敵な本に出合うと「お母さん、クラスの子たちにどう？」と薦められることも。もちろん、

読み聞かせに活用しました。 

子どもたちは、結婚し、私の元を巣立ちましたが、折に触れ、本が助けてくれたなと思います。月

潟小学校のみなさんにも、心に残るお話に出合って欲しいものです。ぜひ、さまざまなジャンルの本を

読んで自分の世界を広げてください。 

【お薦めの本】 
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子どもの活動の様子 ～11月は様々な取組が行われています～ 

【民話の語り】 

 月潟おはなしの会の皆様から、日本や世界の民話や昔話を語っていただきました。毎年、読書旬間の

一環として行っています。 

 

 

 

 

 

 

【学習参観・PTA講演会】 

参観授業は、これは偶然ですが国語がとても多い日でした。講演会では、体内の健康について分かり

やすくお話をしていただき、学びのある講演会でした。 

 

 

 

 

 

 

【給食に感謝する会】 

 給食週間で「給食に感謝する会」をしました。普段お会いすることがない給食調理員に各学年の代表

がお礼の言葉を言いました。 

 

 

 

 

 

 

 

【弁当の日】 

お箸の正しい使い方や食事のマナーを学びました。縦割り班の仲間と楽しく会食をしました。 

 

 


